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FAQ: コード式ノコギリ KS900G/KS880-ECN 等の刃の取付外し、取付方法     2024/11/06 作成 

この資料はお客様への刃の取り外し/取り付けのヒントであり、お客様が作業を行えない場合は、弊社コンタクトセンターにお問合せください。 

刃の交換作業を行う場合は、本体の電源のコンセントを必ず抜き、刃によるお怪我をされぬように、十分安全に考慮して作業ください。 

 

 KS900G の刃を取り外す方法 

1. 電源を切る: 安全のため、必ず電動のこぎりの電源を切り、プラグをコンセントから抜いてください。 

2. 刃の取り外し: 下記の手順で刃を本体から取り外します。 

本文章の最後のページにある「ブレードの取り外しのアドバイス = 追記 =」も合わせてご参照ください。 
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 KS900G の刃を取付ける方法 

1. 刃の準備:刃の向きが正しいことを確認します。刃の歯の方向を確認してください。 

 

2. 刃の取り付け:新しい刃（ブレード)を本体に挿入し、ブレードロックにはめ込みます。 

クランプの隙間に刃を挿入するときは、隙間と刃は、真っ直ぐに入るよう挿入して下さい。 

刃が隙間に対して斜め等にならないようご注意下さい。刃が引っ掛かって入らなくなることがあります。 
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3. 刃（ブレード）を 90 度回転させる: 刃が正しく取り付けられたことを確認したら、刃を起こします。 

下記は外枠を外し、ブレード軸の状況を説明した写真になります。 

      

            刃を挿入                            刃を 90 度回転 

  

4. 動作確認: 電源を入れ、刃が正しく動作するか確認します。 
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Q2: 刃が正しく取り付けられない場合、どうすればよいですか? 

A2: 

1. 刃の向きを確認: 刃の向きが正しいか確認してください。刃の歯が正しい方向を向いていることが重要です。 

2. ブレードロックの確認: ブレードロックに刃が正しく嵌っているか確認してください。 

3. 異物の確認: 刃の取り付け部分に異物がないか確認してください。異物があると刃が正しく取り付けられません。 

 

Q3: 刃の交換時に注意すべき点は何ですか? 

A3: 

1. 安全第一: 刃の交換作業を行う前に、必ず電源を切り、プラグをコンセントから抜いてください。 

2. 適切な刃を使用: KS900G に適した刃を使用してください。適合しない刃を使用すると、正しく取り付けられない

場合があります。 

3. 定期的な点検: 刃の取り付け部分やロックレバーの状態を定期的に点検し、異常がないか確認してください。 
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ブレードの取り外しのアドバイス = 追記 = 

ブレードが取り外しにくい場合は、以下のようにして頂くと作業しやすいのでお試しください。 

 

 

 

写真①の様に本体を逆さまに持ってください。 

シュープレートを写真のように浮かしてください。 

ブレード取り外しボタンを押してください。 

硬いようでしたら 2 本の親指で押してください。 

1 

ブレード取り外しボタンを押したまま写真②の様にブレード

を矢印の方向へ曲げてください。 
保護用のｶﾊﾞｰがあるものは、必ず付けてから行なってく

ださい。 

ブレードが外れた時は、中のブレードロック軸は、写真③

の様に横になっていることを確認してください。 

ブレードが外れた時は、中のブレードロック軸は、写真④

の様に斜めになってしまった場合は、マイナスドライバーで

写真③の様に修正してください。 

2 

3 4 


